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現代日本における重要な健康課題

１） 壮年期男性の肥満（過栄養）：

生活習慣病、メタボリックシンドローム

２） 高齢者のやせ（低栄養）：

フレイル、要介護
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食環境 個に対応
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内臓脂肪の見える化と食生活を調べて見えてきたこと

食事の「量」
ついつい食べ過ぎる
イライラすると食べる

食事の「質」
野菜をあまり食べない
魚より肉が好き

食事の「時間」
夕食の時間が遅い
朝食を食べない

食事の３つの要素が重要です

内臓脂肪をためない食事：「質」のよい食事
⇒「健康な食事」

積極的に摂りましょう 「日本型食事」

控えめに摂りましょう

大豆製品、野菜類、魚介類、果実、海藻、緑茶

肉類、油脂、ファストフード、ジュース

肥満や生活習慣病になりにくい「健康な食事」





心拍数計測法

健康の見える化事業

超高齢社会を迎えるにあたり、「健康寿命」
を延伸するための効果的な方策は、自立高
齢者が「フレイル（虚弱）」へ移行する前に、
そのリスクを個別に予測・評価し、その情報
を個人に返却する健康支援システムを創る
ことです。

特に、低栄養リスク傾向にある者に対して、

「健康な食事」の普及（体験しながら学ぶ）、

さらに「毎日実践可能な運動」の積極的な意

識改革が必要です。

本研究では、ウェアラブル端末を活用し

（自ら身体活動量、睡眠の質、歩数、心拍数

を日々チェックしながら）、「健康な食事／運

動」の複合プログラムを利用し、健康リテラ

シー（理解と表現）の向上およびフレイル予

防の支援を実施することを目的としています。

健康食イノベーションプロジェクト（静岡県立大学、静岡県連携事業）

「データヘルス・リビングラボ」のシステムの構築





学術的支援















シェフと管理栄養士の共創





健康長寿ブランドとして、
しずおかの食材の強みを見える化する

健康長寿のための食事の質の評価：
健康な食事の普及・啓発、社会実装

食事の質を高める農林水産物の
需要増大、付加価値の増大

消費者の食リテラシーの促進
農林水産物の消費拡大

安全でかつ機能性食品成分の含有量の規格を明示
できる、質の高い農林水産物とその加工品


